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今月の話題

平素より、ＪＡの各事業に格別のお引き立
てを賜り、厚く御礼申し上げます。
今月より令和4年度の事業となります。
2020年からの新型コロナウイルスの影響は未
だ続いていますが、本年度も「農業生産性の
向上」と「農家組合員の所得増大」を目標に
生産者様へのサポートの向上に努めて参りま
すので、より一層のご支援、お引立てを賜りま
すようお願い申し上げます。

ＪＡレーク伊吹 経済部 営農企画課
TEL 0749-63-2101 FAX 0749-64-2085



水稲除草剤の使用について

フロアブル剤

粒剤

使用のポイントと拡散の特徴

ジャンボ剤

・３～5㎝程度に湛水して本田
内全面に均一に散布する。 ＜拡散の経過＞

下へ沈む 除草成分が溶出

・少なくとも３～4日は湛水状態
を保ち、散布後7日間は落水、
かけ流しはしない。

＜拡散の経過＞

水中に拡散 成分が徐々に沈む

・粒剤よりも、水深をやや深めに
取ると剤が広がりやすくなります。

・田植え後の入水は速やかに
行いましょう。

水口に緩衝板を設置し
水の流れを抑えましょう。

・水面近くで拡散するため、風の
影響を受けやすい剤です。風向
きに注意しましょう。

・水深5㎝程度で容器から直接
本田内に散布する。

＜拡散の経過＞

パックが崩壊して拡散 成分が徐々に沈む

漏水は除草剤効果の低下の
原因になります。再度、畦や尻
水戸、コンクリートの割目などを
確認しましょう。

・水深は5～6㎝が適当です。

・藻や水面残渣が多いと成分の
広がりを阻害されます。藻の場合
は一度土に付かせるなどで取り
除いてから使用しましょう。

藻や水面残渣が
多い圃場。

散布後の水管理

処理層とは

除草剤は散布後、処理層を形成します。処理層
に水田雑草が当たると成分が作用し、雑草が処理
されます。処理層を形成できるかが、うまく除草でき
るかを大きく左右します。

処理層

雑草が層に当って
処理されます。

処理層形成のために

〇 除草剤拡散のため、充分な湛水状態にする。

〇 散布後3～4日間は湛水状態を保つ。

〇 散布後7日間は落水・かけ流しをしない。

〇 散布後は田んぼに入らない。

こちらも

・上記の他にFG剤、豆つぶ剤などがあります。
・使用時期、使用方法にご不明な点があれば、営農経済渉外へご相談下さい。



＜ノビエの成長＞

◎７日間の止水管理ができないときは…
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土壌表面が現れたらたっぷり入水する。 毎日少量ずつ入水する。

毎日の入水は水の流れを発生させるため、
処理層の形成がうまく出来ない原因になります。

畦畔除草剤のご紹介

草剤の使用時期とラベルの確認
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農薬には使用時期があり
ます。農薬のラベルには
「移植後〇日～ノビエ〇
葉期」などの表記がありま
すので確認して使用しま
しょう。

除草剤散布前に水田雑草を見かけた際には、葉齢を確認しましょう。葉齢は除草剤の使用時期に影響し、成
長の段階によっては水田除草剤が効かない可能性があります。
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＜ノビエの葉齢＞
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草枯らしMIC

ザクサ

・ご注文の際は、経済センターや最寄りの支店、営農経済渉外まで申し込み下さい。
・雑草でお困りの際は、営農経済渉外にご相談下さい。

○効果発現が早い（散布後2～5日）
○スギナや問題雑草に高い効果
○90以上の作物に登録があり、畑作・園芸
作物の除草にオススメ

○効果発現が早く、40日～50日程度の
抑草期間
○スギナ、ツユクサ、オオアレチノギクなどの難防
除雑草にまで高い効果
○散布後1時間程度経てば雨天でも大丈夫

○お得な価格のジェネリック除草剤

○適用雑草が多く、様々な場面で使用可能

○散布後1時間経てばその後雨天でも
大丈夫
○低温時や日照時間が短い時、乾燥し
た天気が続き除草しにくい時でも確かな
効果を発揮

根まで枯らす

葉
期

上記の「3葉期」は5月
中旬の場合、移植後2
週間程で到達します。除
草剤の使用時期を見極
めましょう。

根まで枯らす



農政ダイジェスト 農業・地域の雑誌「地上」より抜粋
~定価（税込）618円 購読申込受付中~

農繁期休日対応

＊土・日・祝日の営業につきましては・・・

 営業時間は、ＡＭ8：30～ＡＭ12：00 です。

 現金扱いの販売は行っておりません。

 伊吹資材センターは米麦大豆の生産資材のみの取り扱いです。

指定棚田地域を追加指定
農水省ほか4省は6県22地域の指定棚田地域
を新たに指定した。指定棚田地域とは多面的な
機能を有しながらも荒廃の危機にある棚田を棚
田地域復興法に基づき支援するもの。勾配が
20分の1以上の棚田が1ha以上ある地域の中
から都道府県が申請し、国が指定する。今回分
を含め、40道府県698地域が指定されている。

農業生産資材価格指数が7.5％上昇
農水省が22年1月の農業物価指数を公表した。
農業生産資材価格指数（総合）は15年基準
で110.8、前年同月比では7.5％の上昇。肥料
10.3％、飼料15.8％、光熱動23.7％、（共
に前年同月比）などの上昇が後押しした。農業
物価格指数（総合）は前年同月比0.1％の低
下となった。

自民党が食料安保委を創設
自民党の総合農林政策調査会のもとに「食料安
全保障に関する検討委員会」が発足し、初会合
が開かれた。委員会では食料の安定供給の確保
に向けた政策対応のほか、食料・農業・農村基
本法の改正も視野に入れた議論を進め、５月を
めどに提言をまとめる予定。

年間輸出額が1兆2385億円に
農水省が「2021年の農林水産物・食品の輸出
実績」を取りまとめた。輸出額は前年比２５２
５億円増（同25.6％増）となる１兆2385億
円だった。内、農産物は8043億（同22.8％
増）となっている。

2022ゴールデンウイーク中の配送業務のお知らせ

配送日
4/29
（金）

4/30
（土）

5/1
（日）

5/2
（月）

5/3～5/5

午前 〇 〇 〇 〇 〇

午後 ✖ ✖ ✖ 〇 ✖

ご自身の作業に合わせ
て、余裕持ってご注文頂
きます様、お願いします。

●連休前に必要な資材のご確認をお願いします。
●前日の注文分を翌日配送させていただきます。当日の注文分の配送は行っていませんのでご注意下さい。
●配送は原則、午前中の対応としますが午後からの配送となる場合がありますのでご了承下さい。

※資材によっては在庫不足により配送が行えない場合があります。この場合、連休後の配送対応となります。

場所 経済センター 米原資材センター 伊吹資材センター

長浜市加田町3143 米原市下多良171 米原市杉沢726

月 TEL:63-2101 TEL:52-1014 TEL:55-4080

4月 土曜 ・ 24日 ・ 29日 営業しています 平日のみ営業しています

5月 土曜 ・ 日曜 ・ 3日～5日 営業しています

6月 土曜 営業しています 平日のみ営業しています

7，8月 土曜 営業しています 平日のみ営業しています

tel:63-2101
tel:52-1014
tel:55-4080

